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共同実施機関 ー

【1-10kg 級超小型衛星の急激な増加(“2018 
Nano/Microsatellite Market Forecast, 8th

Edition,” © SpaceWorks Enterprises, Inc.) 】

背景・問題意識

CubeSatなど数kg級衛星の爆発的増加と成功率の低さによるデブリの増加。このままでは，超小型衛星は社会
から認められなくなる（打ち上げられなくなる）

衛星をきちんと作って利用しなくはいけないという高い意識と技術の向上が必要

衛星開発初級者に対し、衛星について理解するハンズオン教材や成功する衛星のガイドブックが必要

全体目標

超小型衛星の開発および利用が今後も社会に受け入れられ、発展し続けるために、それを担える高い問題意識・
啓発意識と技術・知識を有する国際人材を大学や国の垣根を越えて、UNISECが組織的に育成

模擬衛星による基礎技術のハンズオン授業から数kg級衛星の成功に向けたガイドブック、国際的なレビュー会
に至るまで、「成功する衛星」を開発・利用し、社会を啓発できる人材を、段階を追って体系的に育成

的確なレビューを
経て、衛星開発・
利用の成功へ

ガイドブックで学び、
衛星開発へ

ハンズオンで考え方や
基礎を学び、全体概要

模擬衛星と英語テキストから成る2つのハンズオン教材「i-CanSat」
と「HEPTA-Sat」の開発

それぞれのハンズオン教材を用いた2つの研修プログラムの開発と国
内外でのハンズオン授業・出前授業実施

ガイドブックの作成と、そのための2機の超小型衛星開発支援

超小型衛星設計・開発のレビュー体制の構築とレビュー会実施

デブリ問題に対する意識を高めるための国際コンテストの実施

超小型衛星のデジタル・アーカイブサイトの開設・運営

HEPTA-Sati-CanSat ハンズオン授業

期待される効果

ハンズオン教材を用いた研修システムの事業化

衛星設計・開発者の要望に応じたレビュー会の開催

衛星開発利用の基礎を学ぶところから衛星打ち上げまでのシームレス
な支援とそれによる人材育成

国際レビュー会 国際コンテスト デジタル・アーカイブサイト 1
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①超小型衛星開発の基礎を学ぶハンズオン授業の普及

実施内容及び主な成果

【HEPTA-Sat】 【i-CanSat】

【海外研究者と日本人学生の合同ハンズオン授業】 【海外でのハンズオン授業】

模擬衛星「HEPTA-Sat」と「i-CanSat」の改良と英語版テキスト
の製作

これらの教材を用いたハンズオン授業を3回実施（大学院生2名、
大学生9名、高校生5名、教員2名、海外研究者15名）

自習用補助動画を動画サイトおよび本事業専用サイトで公開

海外研究者との合同授業による日本人学生の国際性の醸成

これから宇宙開発利用に進出しようとする海外大学（ブルガリア、
ネパール）でもハンズオン授業を実施（計35名）

以上により、国際人材育成・国際貢献に有効な、手を動かしながら
衛星開発・利用の基礎を学ぶ教育プログラムが2つ完成

【テキスト】 【自習用補助動画】
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②成功する数kg級衛星のガイドブックの作成

実施内容及び主な成果

CubeSat等、数kg級衛星に適用可能な、衛星の開発・利用の優れ
た事例や考え方、方法論、具体的なノウハウや手引き、初級者に
対する宇宙利用のガイドラインなどを体系的にまとめた英語版ガ
イドブックを作成。

2機の超小型衛星「NEXUS」、「AUTCube2」の開発を支援し、
最新の衛星設計・開発情報を入手。それをガイドブックに反映。

衛星設計・開発のレビュー方法や、デブリ問題についても記載。

以上により、開発者に具体的な考え方や方法論、具体的なノウハウ、
宇宙利用のガイドラインを伝えるガイドブックが完成。

【ガイドブック】 【衛星開発の例】 【周波数問題・デブリ問題の解説】 【レビュー方法のガイド】

【NEXUS】 【AUTCube2】
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③超小型衛星の国際的レビュー体制の構築

実施内容及び主な成果

国内研究者19名、海外研究者7名から成るレビュー委員会を組織。
加えて、UNISECおよび国際団体UNISEC-Globalからレビュアー
を募ることができる体制を構築。

国内および海外レビュアーを招いた英語での模擬レビュー会を1回、
レビュー会を4回実施し、レビュー項目およびレビュー方法のノウ
ハウを蓄積。その成果をガイドブックに記載するとともに、サマ
リを本事業webサイトにて公開。

レビューをした3機の超小型衛星（OrigamiSat-１、NEXUS、
AUTCube2）はすべて、JAXAが平成30年度に打ち上げる予定の
衛星の公募に採択され、フライトモデルを完成させた。

以上により、超小型衛星の開発者、特に初めて開発するチームが希
望すれば、自身の衛星設計・開発についてレビューを受けられる体
制が整った。
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④『成功する衛星』論の普及

実施内容及び主な成果

普及活動（「国民との科学・技術対話」の推進に関する取組）

SNSでの活動報告（https://www.facebook.com/UNISEC/、https://www.facebook.com/CLTP-333187893370245/）

動画サイトでのハンズオン授業や国際コンテストの様子の紹介（https://www.youtube.com/user/UNISECmovie/）

出前授業を5回、計44名に対し、実施。その開催場所・人数は次の
通り：東京大学（大学生10名）、香川高専(高専生12名)、静岡大
学（大学生10名）、九州大学（大学院生4名、大学生2名）、福井
工業高等専門学校（高専生4名、教員2名）。

デブリ問題解決にためのアイデア・設計を競う国際コンテスト
「Debris Mitigation Competition」を2回実施（ブルガリア、イ
タリア）。第1回は14か国から計22件の応募、最終審査会に 31か
国、150名が参加。第2回は 7か国から計11件の応募、最終審査会
に20か国から85名が参加。

本事業のの紹介サイト（http://www.unisec.jp/mpj/）と、国内外
の超小型衛星のデジタル・アーカイブサイト「UNISEC Earth」
（http://satellite.unisec.info/）を開設・運営。

国際展示会1件、国内展示会3件で本事業のハンズオン授業を紹介。

「HEPTA-Sat」を用いたハンズオン授業がARM社の「ユニバーシ
ティープログラムワークショップ」に採用。

2つの高専で本事業の出前授業をベースとしたハンズオン授業をカ
リキュラムに組み込み。

以上のように、ハンズオン授業やガイドブックの内容を普及させる
ことができた。

【国際コンテスト】 【UNISEC Earth】

【本事業紹介サイト】【展示会】

【出前授業】
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その他の成果

今後の研究開発計画

レビュー会の事業化：衛星設計・開発者の要望に応じて、レビュー委員会から委員を派遣し、レビューを
実施する。開発当初からレビューを継続的に実施することで、ミッション成功確率を高める。

ハンズオン授業からレビュー会・超小型衛星打ち上げに至るまで、衛星開発全体の支援システムの事業
化：国際宇宙ステーションからの超小型衛星放出事業実施業者と既にMOUを結んでおり、今後は本事業の
ハンズオン授業・レビュー会システムと合わせて、初級者が衛星を打ち上げるまでのトータル支援を行う。

これまで得られた成果
（特許出願や論文発表数等）

特許出願
査読付き
投稿論文

その他研究発表 実用化事業
プレスリリー
ス・取材対応

展示会出展

国内：0
国際：0

国内：0
国際：0

国内：4
国際：1

国内：1
国際：0

国内：3
国際：0

国内：3
国際：1

受賞・表彰リスト

成果展開の状況について

「HEPTA-Sat」、「i-CanSat」を用いた研修プログラムの事業化

– ①衛星開発技術者、②営業職や広報担当者等、衛星に関わっているが
衛星の中身を知らない企業関係者、③法律関係者等、技術者以外の宇
宙関係者、④海外向けの研修（平成30年度だけでも8回を予定）。

– 受講生が自身の組織で研修プログラムを実施する支援（教材の販売）。

「HEPTA-Sat」研修の受講者の国際コミュニティ・サイトの創設

– 国際貢献、ならびに、口コミによる顧客の拡大。

国際宇宙航行アカデミーにて、小型衛星のデブリ化防止を検討するスタディ・
グループ（IAA-SG 4.23）を立ち上げ。

国連宇宙部の職員を招聘するなど、国連宇宙部との連携を深めていった結果、
UNISECは国連宇宙空間平和利用委員会のパーマネント・オブザーバーに認定。

AR技術を搭載した地球儀「ほぼにちアースボール」を使ったアプリの1つとして、
超小型人工衛星が地球儀のまわりを飛ぶようにみえるARアプリが開発された。
これにより、一般の方々が超小型衛星について理解する新たなパスができた。

【レビュー会】

【© ほぼにちアースボール】 【国連での講演】

【世界各国での「HEPTA-Sat」研修プログラムの実施】

2017-18で26か国126名が受講UAEにて

国連ワークショップにて学生-社会人-海外研究者の合同研修



事後評価票 

 

平成３０年３月末時点 

１．課題名 持続的な超小型衛星開発・利用を可能にする国際宇宙人材の体系的な育成 

２．主管実施機関・研究代表者  特定非営利活動法人大学宇宙工学コンソーシアム・ 

副理事長 宮崎 康行 （課題実施当時） 

３．共同実施機関 ― 

４．実施期間 平成２７年度～平成２９年度 

５．総経費 ８５．３百万円 

６．課題の実施結果 

（１）課題の達成状況   

「所期の目標に対する達成度」 

◆ 所期の目標 

本課題は、大学生・高専生・大学院生等を対象に、(1) 人材育成、(2) 衛星打ち上げ、(3) 国際連携、

(4) 啓発活動のこれまでの豊富な実績を基礎に、超小型衛星の開発および利用を持続・発展できる、高

い問題意識・啓発意識と技術・知識を有する国際人材の育成体制を構築すること目指すものであり、具

体的には、それに必要な以下の 4つの目標を達成し、この 4つを連鎖させることで組織的・体系的で、

かつ、事業終了後も持続可能な育成体制を実現することを全体目標とする。 

【目標 1】 超小型衛星開発の基礎を学ぶハンズオン授業の普及 

 入門用 CanSat「i-CanSat」と、7cm 立方の模擬衛星「HEPTA-Sat」を用いたハンズオン授業を国内

外の学生や一般向けに実施する。これにより、基礎技術に加えて超小型衛星を開発・利用する際の

意識・考え方も普及させる。 

【目標 2】 成功する数 kg 級衛星のガイドブックの作成 

 CubeSat 等、数 kg級衛星に適用可能な、衛星の開発・利用の優れた事例や考え方、方法論、具体的

なノウハウや手引き、初級者に対する宇宙利用のガイドラインなどを体系的にまとめた英語版ガイ

ドブックを作成する。 

【目標 3】 超小型衛星の国際的レビュー体制の構築 

 超小型衛星や搭載機器の開発・成功実績を有する国内外のメンバーがレビュアーとなり、「成功す

る衛星」のための適切なレビュー項目の設定やレビュー方法を策定し、レビュー会の実施体制を構

築する。 

【目標 4】 「成功する衛星」論の普及 

 出前授業や国際コンテスト実施等により、目標 2でまとめるガイドブックの内容を、衛星を開発・
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利用しようとする学生に普及させる。同時に、学生も巻き込んだ広報活動を通じて広く国民にも知

らせる。 

 

◆ 達成度 

所期の目標として掲げた 4つの目標の達成度はそれぞれ以下の通りである。なお、以下に「公開」と

したものについては、すべて、専用 web サイト「http://www.unisec.jp/mpj/」にて公開されている。 

【目標 1】 超小型衛星開発の基礎を学ぶハンズオン授業の普及 

 ハンズオン教材「i-CanSat」（部品セットおよび英語版テキスト）を開発した。また、補助学

習用ビデオ教材を開発・公開した。 

 ハンズオン教材「HEPTA-Sat」（部品セットおよび英語版テキスト）を開発した。補助学習用ビ

デオ教材を開発した。 

 「i-CanSat」を用いて、北海道大学・（株）植松電機にて、大学院生 2 名、大学生 1 名、海外

研究者 8名の計 11名に対し、ハンズオン授業を実施した。 

 「HEPTA-Sat」を用いて、2 回、計 22 名に対し、日本大学にてハンズオン授業を実施した。そ

の内訳は以下の通りである：1 回目：高校生 5 名、教員 2 名、海外研究者 1 名、2 回目：大学

生 8名、海外研究者 6名。 

 「HEPTA-Sat」を用いて、2 回、計 35 名に対し、海外でハンズオン授業を実施した。その開催

場所・人数は次の通りである：ブルガリア・ソフィア大学（ソフィア大学の学生・教員計 18

名）、ネパール・カトマンズ大学（カトマンズ大学の学生・教員計 17名） 

【目標 2】 成功する数 kg 級衛星のガイドブックの作成 

 英語版のガイドブックを作成した。 

 ガイドブック作成にあたって、AUTCUbe2（愛知工科大学が主開発）、NEXUS（日本大学が主開発）

の 2機の CubeSat を開発し、その設計内容をガイドブックに反映させた。また、衛星の設計・

開発のレビューの方法や、デブリ問題についても記載した。これらより、ガイドブックを、開

発者に具体的な考え方や方法論、具体的なノウハウ、宇宙利用のガイドラインを伝える内容に

した。 

【目標 3】 超小型衛星の国際的レビュー体制の構築 

 国内研究者 19名、海外研究者 7名から成るレビュー委員会を組織した。加えて、UNISEC およ

び国際団体 UNISEC-Global からレビュアーを募ることができる体制を構築した。 

 国内および海外レビュアーを招いた模擬レビュー会を 1回、レビュー会を 4回実施し、レビュ

ー項目およびレビュー方法のノウハウを蓄積した。その成果は目標 2のガイドブックに記載す

るとともに、サマリを web サイトにて公開した。 

 レビューをした衛星 3機（OrigamiSat-１、NEXUS、AUTCube2）はすべて、JAXA が平成 30 年度

に打ち上げる予定の衛星の公募に採択された。 

【目標 4】 「成功する衛星」論の普及 

 出前授業を 5 回、計 44 名に対し、実施した。その開催場所・人数は次の通りである：東京大

学（大学生 10名）、香川高専(高専生 12名)、静岡大学（大学生 10 名）、九州大学（大学院生 4

名、大学生 2名）、福井工業高等専門学校（高専生 4名、教員 2名）。 
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 デブリ問題解決のためのアイデア・設計を競う国際コンテスト「Debris Mitigation 

Competition」を、以下の通り、2回実施した。第 1回：14 か国から計 22件の応募があり、10

件（日本、南アフリカ、イタリアが各 2件、トルコ、アメリカ、フランス、ポーランドが各 1

件）がブルガリア・ソフィア大学での最終選考会に進み、上位 3件を表彰した。コンテストに

は 31 か国、150 名が参加した。第 2回： 7か国から計 11件の応募があり、5件（アルゼンチ

ン、日本、ロシア、南アフリカ、トルコ）がローマ大学での最終選考会に進み、上位 2件を表

彰した。コンテストには 20 か国から 85名の参加があった。 

 本課題の内容を紹介・普及するための Web サイト、および、国内外の超小型衛星のデジタル・

アーカイブサイト「UNISEC Earth」（http://satellite.unisec.info/）を立ち上げ、運営した。 

 衛星開発を進めている香川高等専門学校および徳山高等専門学校にて、本課題がきっかけで、

「HEPTA-Sat」を授業教材として活用が進んでいる。 

 日本航空宇宙学会が主催する宇宙科学技術連合講演会や、ものづくりに関するイベント「Maker 

Faire Tokyo」、Asia Pacific Satellite Communications Council （APSCC)の国際会議等でブ

ースを構えて本課題や本課題で開発した「i-CanSat」、「HEPT-Sat」について、学生が説明員に

なって周知することで、「HEPTA-Sat」を用いたハンズオン授業が ARM 社の「ユニバーシティー

プログラムワークショップ」に採用され、学生や一般の方々に対するワークショップの開催や、

国連ワークショップにおける「HEPTA-Sat」を用いたハンズオン授業の実施などの成果を得た。 

 

以上により、所期の目標を達成したと認められる。 

 

「必要性」 

 本課題は以下の観点から、十分な必要性が認められる。 

【国や社会のニーズへの適合性】 

国が“宇宙”を重視し、民間でも宇宙ベンチャー企業に多くの投資が集まるなど、宇宙開発・利

用の発展が期待される中、技術者・研究者はもとより、一般の方々（宇宙に関連した法律家や、企

業の営業担当者、ステークホルダ等、ならびに、行政担当者等）が人工衛星というシステムを理解

するための教材が不足している。また、国際的には、SDGs への貢献が期待されている。このような

期待・ニーズに対して、本課題は以下の通り、適合している。 

・ 技術者・研究者が人工衛星について理解し、人工衛星を開発できるようになるきっかけとな

る教材として、既に開発していた「i-CanSat」、「HEPTA-Sat」を改良するとともに，英語版の

テキストを製作した。 

・ 「HEPTA-Sat」は技術者・研究者のみならず、一般の方々にも対応した教材を開発した。 

・ また、それらの教材を用いた研修プログラムを開発し、ハンズオン授業・出前授業を通じて

その有効性を実証した。 

・ さらに、「HEPTA-Sat」による研修プログラムは発展途上国を含む海外の国々が宇宙を持続的

に利用していくための人材育成ツールとしても対応できるよう開発しており、海外でのハン

ズオン授業を通じて、SDGs への有効性を実証した。 

【若手研究者の育成】 
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上述の通り、人工衛星を開発できる人材は需要に比して、不足しており、そのことは、人工衛星

を開発して先進的な研究をする若手研究者が不足していることも意味している。これに対し、本課

題では、ハンズオン授業・出前授業を通じて、高校生から大学院生まで、計 58 名の学生を育成す

るとともに、その指導者である教員 4名にも指導を行うことで、若手研究者の育成に貢献した。 

 

「有効性」  

 本課題は以下の観点から、十分な有効性が認められる。 

【人材の養成】 

ハンズオン授業・出前授業の参加者 106 名（学生 54 名、教員 2名、海外研究者 50 名）に対する

アンケートにおいて、教材および授業内容は高く評価された。特に、「HEPTA-Sat」を用いたハンズ

オン授業や出前授業は、1 日から 2週間程度まで、ユーザの要望に合わせて研修内容を調整できる

柔軟なプログラムとしたことで、多くの参加者の満足を得た。 

また、本課題のレビューを受けることで、衛星開発経験のない学生が開発開始からわずか 2年で

超小型衛星（NEXUS）を完成さた。 

 

【波及効果】 

本課題は持続的な超小型衛星開発・利用を目指して、宇宙デブリ問題の解決に取り組み、デブリ

低減のための国際コンテストを実施した。その取り組みが基礎となり、国際宇宙航行アカデミー

（International Academy of Astronautics、IAA）にて、小型衛星のデブリ化防止を検討するスタ

ディ・グループ（IAA-SG 4.23）が立ち上げられた。 

また、国連宇宙部の研究者を招聘してガイドブックを製作したり、「HEPTA-Sat」が国連のワーク

ショップにおける研修ツールとして利用されたりするなど、国連との連携も深めた。この結果、

UNISEC は国連国連宇宙空間平和利用委員会（Committee on the Peaceful Uses of Outer Space、

COPUOS）のパーマネント・オブザーバーに認定された。 

本課題の活動が認知された結果、本課題期間中に、本課題以外における「i-CanSat」による研修

を 1回、「HEPTA-Sat」による研修を 3回実施した。具体的には、①アンゴラ国通信部の研究者への

研修（平成 27 年 10 月）、②オーストラリア国立大学での学生・教員向け研修（平成 28 年 4 月）、

③南アフリカで開催された国連宇宙部のワークショップ参加者への研修（平成 29 年 12 月）、④ア

ラブ首長国連邦大学での学生向け研修（平成 30年 3 月）。なお、平成 30 年度には海外での研究者・

技術者への研修を 4回、国内での学生や企業の技術以外の担当者や法律家と海外研究者との共同研

修を 1回、企業研修を 2回が予定されている。 

また、衛星開発を進めている香川高等専門学校および徳山高等専門学校にて、本課題の出前授業

がきっかけで、「HEPTA-Sat」を授業教材として活用が進んでいる。 

さらには、本課題で開発した超小型衛星デジタル・アーカイブサイト「UNISEC Earth」の内容は

一般にも支持され、AR 技術を搭載した地球儀「ほぼにちアースボール」（株式会社ほぼにち製）を

使ったアプリの 1 つとして、超小型人工衛星が地球儀のまわりを飛ぶようにみえる AR アプリが開

発された。 

このように、本課題で開発したハンズオン授業が国内外に、また、企業にまで利用が進んでおり、
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本課題が目的とした、ハンズオン授業や「成功する衛星」論の普及が着実に進んでいる。 

「効率性」  

 本課題は以下の観点から、十分な効率性が認められる。 

【計画・実施体制の妥当性】 

本課題では、設定した目標 4つを推進するにあたり，UNISEC がそれまでに培ってきた知見や人脈

を効率的に活用したことで、①「i-CanSat」と「HEPTA-Sat」の 2 つの教材開発、②それら教材を

用いた研修プログラムの開発、②「AUTCube2」と「NEXUS」の 2 機の超小型衛星開発、③超小型衛

星開発用のガイドブック開発、④2 回の国際コンテストの実施、⑤超小型人工衛星のデジタル・ア

ーカイブサイト「UNISEC Earth」の開発という、多くの成果を上げることができた。 

 

【費用構造や費用対効果向上方策の妥当性】 

限られた予算の中で上述のような多くの成果を上げるために、以下の通り、費用を抑えながら効

果を最大化する方策を講じた。 

 2つの教材用の部品の一部の製作には3Dプリンタや3次元加工機等の高額な工作機械が必要で

あったが、研究代表者・参画者が所属する研究室が所有する工作機械を使用することで、使用

料を削減した。 

 ガイドブック開発に必要となる、最新の衛星開発データを入手するためには、本来であれば衛

星開発費用全額を拠出する必要があったが、愛知工科大学、日本大学に協力により、衛星開発

のキーとなるコンポーネント（太陽電池セルおよび通信機）の費用にとどめた。 

 国際コンテストを単独で実施せずに、他の国際会議（UNISEC Global Meeting）の中でジョイ

ント開催することで、開催に必要な費用を減らしながら、多くの参加者（第 1回は 31 か国 150

名、第 2回は 20 か国 85名）を得た。 

 

（２）成果  

「アウトプット」  

 2 つのハンズオン授業用教材（模擬衛星およびテキスト）を開発した。 

 それら 2つの教材をそれぞれ利用した 2つの教育プログラムを開発した。 

 最新の超小型衛星開発の事例等を記載した、超小型衛星開発のためのガイドブックを開発した。 

 国内外のレビュアーから成る、超小型衛星の設計・開発のレビュー体制を構築した。 

 超小型衛星を 2機開発した。また、どちらも JAXA による平成 30 年度の打ち上げ公募に選定された。 

 デブリ問題への意識向上のための国際コンテスト「Debris Mitigation Competition」を 2 回開催

した。このコンテストは今後も定期的に開催可能である。 

 超小型衛星への一般の理解を広げるための、超小型衛星のデジタル・アーカイブサイトを開設した。 

 本課題のハンズオン授業・出前授業には 104 名（教員を除く）が参加し、国際コンテストには 33

チームが参加した。また、ハンズオン授業・出前授業については、参加学生の指導教員や、授業に

参加した教員のうち、香川高専と徳山高専では本課題のハンズオン授業を高専の授業に取り入れて
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おり、毎年、それぞれ数十名程度の人材育成に本課題の成果が活用されている。 

 ハンズオン授業・出前授業により衛星開発の基礎を理解し、ガイドブックおよびレビューという実

際の衛星開発を支援する仕組みを利用して衛星を開発することで、デブリ問題や周波数枯渇問題と

いった、超小型衛星の普及に伴って生じている問題を理解し、単に衛星をつくるのではなく、「成

功する衛星」をつくることの重要性を認識した、高い問題意識をもった衛星開発・利用人材を育成

することが本課題の目標であったが、上記の通り、実際に衛星開発ができるまでのスキームを構築

することができた。 

 

「アウトカム」 （平成 30 年 10 月末時点） 

 「HEPTA-Sat」を用いた人材育成プログラムは国内外の教育・研究機関のみならず、企業にも支持

され、その結果、平成 30 年 3 月までに海外の学生・教員・研究者への研修が 3 回（それぞれ、ア

ンゴラ国通信部の研究者 8 名、アフリカで開催された国連宇宙部のワークショップ参加者 22 名、

アラブ首長国連邦（UAE）大学での学生 16 名が対象）実施された。特に、UAE 大学では 16 名中 14

名が女性であり、女性が宇宙に参画するきっかけを提供する機会としても「HEPTA-Sat」研修が有

効であることが示された。 

 

また、平成 30年 4 月以降、UNISEC では「HEPTA-Sat」を用いた研修プログラムを事業化しており、事

業は以下の通り順調に進んでいる。実際、この研修プログラムは国内外で一気に普及してきており、

かつ、教育・研究機関にとどまらず、企業研修にも利用されるなど、広がりを見せている 

 6 月には企業の新人研修（4名）を、8月には国内学生 6名と海外研究者 5名の計 11名の研修を実

施した。8月の研修の際には、参加者自身が講師となって研修を行う「教育実習」も行っており、

この際には、国内の企業・宇宙機関等から 15 名、海外から 1 名が受講生として参加した。受講生

の多くは技術者ではなく、営業関係者・広報関係者であったこともあり、技術者以外でも衛星シス

テムを理解できる研修プログラムという点で好評を得た。これらの他にも、宇宙法に関係している

法律家向けに半日の体験コースも実施し、同様の評価を得た（8月）。 

 11 月にはフランスの国際宇宙大学にて、12 月には JICA、オマーン、1 月には企業研修と南オース

トラリア大学にて開催することが決まっている。 

 「HEPTA-Sat」研修の受講生の一部には、受講生自身が講師となって「HEPTA-Sat」研修を自身の所

属組織内で実施することを推奨しており、平成 30年 4 月以降、UAE 大学が 7セット、CNES が 10 セ

ット、徳山高専が 1セットの教材を購入した。 

 「i-CanSat」を用いた研修についても、平成 30年 4 月に、ナミビア（Namibian Institute of Space 

Technology）にて、14名を対象に実施した。 

 

この他にも、以下のアウトカムが得られている。 

 本課題で開催したデブリ低減のための国際コンテスト「Debris Mitigation Competition」がきっ

かけとなり、国際宇宙航行アカデミー（International Academy of Astronautics、IAA）にて、小

型衛星のデブリ化防止を検討するスタディ・グループ（IAA-SG 4.23）が 2017 年立ち上げられた（研

究代表者・宮崎、参画者・川島が参加）。 
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 本課題では、国連宇宙部の職員を招聘するなど、国連宇宙部との連携を深めていった結果、2017

年度に UNISEC は国連宇宙空間平和利用委員会（Committee on the Peaceful Uses of Outer Space、

COPUOS）のパーマネント・オブザーバーに認定された。 

 本課題で開発した超小型衛星デジタル・アーカイブサイト「UNISEC Earth」では、地球の 3 次元

CG の周りを超小型人工衛星の CG が周回し、それをクリックすると、その衛星の解説画面がポップ

アップするものになっているが、この内容が評価され、AR 技術を搭載した地球儀「ほぼにちアー

スボール」（株式会社ほぼにち製）を使ったアプリの 1 つとして、超小型人工衛星が地球儀のまわ

りを飛ぶようにみえる ARアプリが開発された（https://earthball.1101.com/#ar）。これにより、

一般の方々が超小型衛星について理解する新たなパスをつくることができた。 

 

（３）今後の展望 

本課題を実施した 3 年の間にも、超小型衛星、特に CubeSat の発展・普及は目覚ましく、毎年、300

機を超える CubeSat が打ち上げられるようになってきている。また、国連による SDGs の流れを受けて、

宇宙開発・利用も発展途上国を含む多くの国で盛んになってきている。その一方で、デブリ化問題は深

刻化を増している。そのような状況において、衛星開発・利用の基礎を学ぶプログラムの需要が高まっ

ており、（２）成果の項で示した通り、「HEPTA-Sat」を用いた研修プログラムが注目されている。この

ような状況を踏まえると、今後は以下のような状況が予想される。 

 「HEPTA-Sat」を用いた研修事業の拡大により、以下のことが予想される。 

① 衛星開発・利用の教育プログラムを持たない高専や大学において、学生が衛星開発・利用につ

いて学ぶ機会が提供される。 

② 衛星開発・利用関連企業の技術者、ならびに、営業職や広報担当者等、衛星に関わっているが

衛星の中身を知らない企業関係者、その他、法律関係者等、技術者以外の宇宙関係者が衛星

について理解する機会が提供される。 

③ この他、自治体の市民講座・生涯学習講座等、一般の方々に衛星開発・利用について理解して

いただく機会が提供される。 

④ 海外の衛星開発・利用の拡大に貢献する。 

そして、これらにより、国民の宇宙開発・利用への理解が深まるとともに、国際貢献、特に、男

女・年齢を問わず誰もが宇宙に関する教育を受け、参加する機会が提供されることで、SDGs に貢

献することとなると予想される。 

 超小型衛星開発レビュー会の事業化：超小型衛星を開発する大学および企業、民間団体が増える

中、ミッションの成功確率を高めるためのレビュー会の需要が高まると予想される。実際、平成

30 年 9 月に国際宇宙ステーション（ISS）から放出された、民間団体が開発した CubeSat（リー

マンサット RSP-00）の関係者は、本課題で開催したレビュー会を 2度、見学している。そこで、

本課題のレビュー会を事業化することで、超小型衛星の成功確率が高まり、超小型衛星による持

続的な宇宙利用に貢献できると予想される。 

 初級者が衛星を打ち上げるまでの一貫したサポートの事業化：上記の「HEPTA-Sat」研修事業と

レビュー会事業をつなぎ合わせることで、初級者が衛星について理解するところから、衛星を開

発するまでのサポートが可能となると予想される。また、UNISEC は、ISS からの超小型衛星放出
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事業を JAXA から請け負っている Space BD 社と覚書を既に交わしており、これを合わせると、打

ち上げまでも合わせた一貫したサポートが可能となると予想される。これにより、国内外の多く

の人々が宇宙開発・利用に持続的に参画することに貢献すると予想される。 

 この他にも、本課題で開発した超小型衛星デジタル・アーカイブサイト「UNISEC Earth」がきっ

かけで AR アプリが開発・販売されたように、超小型衛星をコンテンツとするアプリ等の事業へ

の貢献も予想される。 

 

７．評価点 

Ａ 

評価を以下の５段階評価とする。 

Ｓ）優れた成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に著しく貢献した。 

Ａ）相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献した。 

Ｂ）相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献しているが、一部の成果は得ら

れておらず、その合理的な理由が説明されていない。 

Ｃ）一部の成果を挙げているが、宇宙航空利用の明確な促進につながっていない。 

Ｄ）成果はほとんど得られていない。 

８．評価理由 

 

衛星開発利用の初心者用の教材および教育プログラム、超小型衛星を開発するためのガイドブック、

及び、設計・開発過程における国際レビュー会の実施体制を開発し、これに基づく人材育成及び学生に

よる超小型衛星の開発を実現した。特に、本プログラムでは、日本人学生と海外研究者が共に学ぶとと

もに、海外のレビュアーを含んだ国際レビュー会の実施体制を構築するなど、衛星開発を通じた国際宇

宙人材の育成に大きく貢献した。さらには、超小型衛星をコンテンツとするアプリの開発・販売につな

がるなど、一般の宇宙開発利用への理解増進にも貢献するとともに、本プログラムを一般向けの研修プ

ログラムとして事業化することで、宇宙産業の発展にも貢献した。 

以上により、本課題は相応の成果を挙げ、宇宙航空利用の促進に貢献したと評価する。 

今後は、事業化した研修プログラムの実施を国内外で拡大するとともに、国際レビュー会の実績を重

ね、目標とする超小型衛星の成功率向上に寄与できるシステムの構築を期待する。 
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